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学校長 森　 曉

　

元
号
が
平
成
か
ら
令
和
に
移
っ
た

本
年
度
、
私
ど
も
の
高
知
中
学
高
等

学
校
は
、
学
園
創
立
120
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
人
生
に
例
え
る
な
ら
ば
、

明
治
の
時
代
か
ら
還
暦
60
年
を
二
め

ぐ
り
す
る
と
い
う
長
い
時
間
を
通
し

て
、
本
県
の
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に

果
た
し
て
き
た
役
割
に
は
大
き
な
も

の
が
あ
る
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
長
い
道
の
り
を
応
援
し
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
県
民
の
皆
様
や
先
輩
諸

氏
に
、
ま
た
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
様

に
感
謝
の
念
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。
こ

の
歴
史
に
次
な
る
年
輪
を
重
ね
る
べ

く
、
教
職
員
一
同
、
一
歩
一
歩
努
力

を
重
ね
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

こ
の
た
び
は
、
本
学
園
の
歴
史
に

つ
い
て
、
簡
単
に
振
り
返
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
付
き
合

い
く
だ
さ
い
。
本
学
園
は
、
明
治
32

年
４
月
、
信
清
権
馬
先
生
が
高
知
市

中
新
町
に
創
立
さ
れ
た
「
江
陽
学

舎
」
に
始
ま
り
ま
す
。
明
治
39
年
に

は
、
北
新
町
に
移
転
し
、
大
正
３
年

に
は
「
江
陽
学
校
」
と
改
称
し
ま
す
。

当
時
は
師
範
学
校
予
備
校
と
し
て
名

声
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
時
代
の

要
請
が
高
か
っ
た
商
業
科
を
併
設
、

こ
の
商
業
科
が
大
正
８
年
に
「
城
東

商
業
学
校
」
と
し
て
看
板
と
な
っ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
社
会
が
大

き
く
変
化
す
る
時
代
を
迎
え
、
荒
波

に
も
ま
れ
な
が
ら
も
、
理
念
を
高
く

掲
げ
、
そ
の
礎
が
築
か
れ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

新
制
の
時
代
を
迎
え
、
ま
だ
「
城

東
学
園
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
本
校
は
、

初
代
高
知
学
園
長
と
な
る
川
島
源
司

先
生
に
託
さ
れ
ま
す
。
先
生
は
並
々

な
ら
ぬ
情
熱
と
夢
、
壮
大
な
理
念
を

も
っ
て
学
園
の
姿
を
練
り
上
げ
、
法

人
名
を
「
高
知
学
園
」
に
、
学
校
名

を
現
在
に
続
く
「
高
知
中
学
校
」

「
高
知
高
等
学
校
」
に
改
称
さ
れ
る

と
、
昭
和
32
年
に
現
在
の
地
「
旭
ケ

丘
」
に
学
園
の
移
転
を
果
た
す
の
で

す
。

　

そ
の
建
学
の
理
念
に
は
既
に
、
現

代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
へ
の
変
化

が
読
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
代

表
が
「
世
界
の
鐘
」
で
す
。
世
界
各

国
に
世
界
の
平
和
と
友
愛
を
込
め
て

銅
貨
（
コ
イ
ン
）
の
寄
贈
を
呼
び
か

け
、
25
カ
国
、
85
校
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
コ
イ
ン
を
鋳
込
ん
で
で
き
あ
が
っ

た
も
の
で
す
。
鐘
の
胴
に
は
そ
れ
ら

の
硬
貨
が
飾
ら
れ
、
次
の
銘
が
謳
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
鐘
の
音
の

　
　
　
　

と
ど
ろ
く
と
こ
ろ

永
遠
の
真
理
と

　
　
　
　

希
望
に
か
が
や
き　

世
界
の
平
和
と

　
　
　
　

友
愛
に
み
つ

　

ま
た
、
併
設
し
た
高
知
小
学
校
に

は
い
ち
早
く
英
語
教
育
を
導
入
、
高

知
中
学
・
高
等
学
校
に
は
科
学
教
育

を
重
視
し
た
布
陣
や
授
業
を
展
開
す

る
な
ど
、
現
代
に
も
通
じ
る
実
践
が

す
で
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

『
川
島
源
司
伝
』
や
『
創
立
85
周
年

記
念
誌
』
か
ら
は
、
先
生
ご
自
身
が

建
設
適
地
を
求
め
て
自
転
車
を
駆
っ

て
各
所
を
回
っ
た
話
か
ら
、
共
鳴
し

て
集
ま
っ
た
先
生
方
の
寝
食
を
共
に

し
た
ご
労
苦
な
ど
、
当
時
の
先
生
方

の
新
し
い
学
校
設
立
に
向
け
た
熱
い

思
い
が
伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

時
代
は
下
っ
て
、
創
立
120
周
年
の

今
日
ま
で
の
間
に
卒
業
生
は
２
万
４

千
人
を
数
え
、
こ
の
校
友
の
皆
様
の

各
界
で
の
ご
活
躍
に
よ
り
ま
し
て
、

輝
か
し
い
伝
統
と
独
自
の
校
風
を
築

い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
こ
う
し
た
長
い
歴
史

の
営
み
に
改
め
て
思
い
を
は
せ
、
次

な
る
躍
進
に
向
け
て
、
学
校
法
人

「
高
知
学
園
」
と
し
て
祝
賀
の
記
念

事
業
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
高
知
中
学
高
等
学
校

関
係
の
記
念
行
事
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

①　

８
月
９
日
（
金
）
吹
奏
楽
部
記

念
コ
ン
サ
ー
ト　

（
か
る
ぽ
ー
と
）

②　

９
月
25
日
（
水
）
探
検
家 

阿
部

雅
龍
氏
に
よ
る
記
念
講
演
会
（
本
校

体
育
館
）

③　

11
月
16
日
（
土
）
東
海
大
相
模

高
校
と
の
記
念
招
待
野
球
（
高
知
球

場
）

④　

11
月
23
日
（
土
）
軽
音
楽
部
記

念
演
奏
会
（
ベ
イ
５
ス
ク
エ
ア
）

⑤　

12
月
１
日
（
日
）
記
念
式
典
・

祝
賀
会
（
本
校
体
育
館
・
ホ
テ
ル
日

航
高
知
旭
ロ
イ
ヤ
ル
）

　

ま
た
、
120
周
年
に
合
わ
せ
て
、

「
た
ち
ば
な
未
来
創
造
募
金
」
と
い

う
名
称
で
、
寄
付
を
つ
の
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
建
学
の

精
神
で
あ
る
「
人
に
信
頼
さ
れ
る
人

材
の
育
成
」
に
邁
進
す
べ
く
、
人
材

育
成
の
た
め
の
修
学
支
援
や
施
設
設

備
の
整
備
充
実
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
の
振
興
と
い
っ
た
教
育
環
境
の

整
備
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
世
界
の

鐘
の
銘
で
す
が
、
私
は
、
こ
の
銘
に

ち
り
ば
め
ら
れ
た
〈
真
理
〉
〈
希

望
〉
〈
世
界
〉
〈
平
和
〉
〈
友
愛
〉

の
五
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、
生
徒
の

皆
さ
ん
の
心
に
鋳
込
ま
れ
る
な
ら
ば
、

こ
れ
に
勝
る
人
生
の
礎
は
な
い
と
考

え
ま
す
。
こ
の
言
葉
の
上
に
、
本
校

の
教
育
理
念
「
人
に
信
頼
さ
れ
る
人

物
の
育
成
」
が
呼
応
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
こ
そ
初
心
を
大
切
に
、
学
ぶ
こ

と
へ
の
挑
戦
を
怠
る
こ
と
な
く
、
文

武
両
道
の
道
を
し
っ
か
り
と
歩
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
心
得
て
お

り
ま
す
。
教
職
員
一
同
、
高
知
中
学

高
等
学
校
の
次
な
る
発
展
に
向
け
て
、

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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は
じ
め
に

　

１
８
９
９
年
、
明
治
32
年
４
月
黒

潮
か
お
る
自
由
の
土
佐
に
「
人
に
信

頼
さ
れ
る
人
材
の
育
成
」
の
理
念
の

も
と
こ
の
学
校
は
創
立
し
ま
し
た
。

そ
の
長
い
歴
史
の
中
に
は
大
き
な
戦

禍
や
震
災
等
、
決
し
て
平
坦
な
道
の

り
ば
か
り
で
は
な
く
、
幾
多
の
困
難
、

受
難
を
そ
の
時
々
の
、
若
さ
と
力
で

乗
り
越
え
て
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
多
く
の
諸
先

輩
方
が
崇
高
な
学
校
理
念
の
元
、
こ

の
学
校
を
愛
し
育
ん
で
こ
ら
れ
た
事

が
、
ま
さ
に
近
代
日
本
の
歴
史
と
共

に
歩
み
を
進
め
、
そ
の
歴
史
の
礎
を

作
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
熱
い
志
を
次
の
世
代

に
引
き
継
ぐ
事
が
現
在
を
生
き
る
私

達
に
託
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

報
恩
感
謝

　

「
報
恩
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
私
達
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
様
々

な
人
に
助
け
ら
れ
生
き
て
い
ま
す
。

朝
、
目
が
覚
め
る
と
温
か
い
ご
飯
が

あ
り
、
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
綺
麗
な
水

が
出
て
き
ま
す
、
た
わ
い
も
な
い
現

代
社
会
の
日
常
の
シ
ー
ン
で
あ
り
、

「
当
た
り
前
」
の
事
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
す
が
そ
れ
は
多
く
の
人
の
手

や
労
作
に
よ
っ
て
出
来
た
も
の
で
あ

り
、
実
は
「
当
た
り
前
」
で
は
な
く

「
恩
」
で
あ
る
と
云
う
事
を
私
も
含

め
多
く
の
方
が
忘
れ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

　

ま
た
、
120
年
を
迎
え
る
こ
の
学
校

に
お
い
て
も
、
同
じ
よ
う
な
事
が
言

え
る
と
思
い
ま
す
学
校
が
あ
る
こ
と

が
「
当
た
り
前
」
な
事
で
は
な
く
、

創
業
者
の
熱
い
思
い
、
そ
れ
を
継
続

さ
れ
て
き
た
関
係
者
様
、
多
く
の
卒

業
生
の
一
人
一
人
の
血
の
滲
む
よ
う

な
思
い
の
積
み
重
ね
で
、
現
在
の

「
学
校
」
が
あ
る
と
い
う
事
を
皆
様

と
共
に
感
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
「
当
た
り
前
」
の

日
常
に
対
し
深
い
「
感
謝
」
と

「
恩
」
を
感
じ
「
恩
返
し
」
の
精
神

を
持
っ
て
皆
様
と
一
緒
に
こ
の
時
を

生
き
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

未
来
に
む
け
て

　

現
代
社
会
は
先
人
達
の
多
く
の
努

力
に
よ
っ
て
「
豊
か
」
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

温
か
い
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る
の
も

当
た
り
前
、
学
校
が
あ
る
の
も
当
た

り
前
、
そ
ん
な
当
た
り
前
の
日
常
が

溢
れ
か
え
っ
て
い
る
現
在
に
お
い
て

「
感
謝
」
や
「
恩
に
報
い
る
」
等
の

言
葉
や
思
い
は
過
去
の
言
葉
に
な
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
が
尊
重
さ
れ
る
風
潮

の
中
で
、
本
来
私
達
に
あ
っ
た
帰
属

意
識
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
自
分
さ

え
良
け
れ
ば
良
い
等
の
利
己
主
義
、

個
性
的
が
格
好
い
い
よ
う
な
事
で
は
、

今
か
ら
待
ち
受
け
る
多
く
の
受
難
、

困
難
に
は
立
ち
向
か
え
な
い
よ
う
な

気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
一
度
、
学
校
教
育
の
礎
で
も
あ

る
、
理
念
や
橘
の
校
章
、
校
歌
や
世

界
の
鐘
等
の
意
味
を
「
未
来
に
む
け

て
」
深
く
読
み
解
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

【
事
業
内
容
】

・
120
周
年
事
業
「
学
園
の
泉
計
画
」

高
知
中
高
は
高
知
市
の
指
定
避
難
所

に
も
選
定
さ
れ
て
お
り
、
生
徒
は
も

と
よ
り
、
多
く
の
一
般
避
難
者
が
集

ま
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
十
分
な
物
資
の
確
保
と
迅
速

な
行
動
、
そ
し
て
知
識
が
必
要
と
同

時
に
、
命
の
源
で
も
あ
る
「
水
」
の

確
保
の
取
り
組
み
を
し
ま
す
。

・
学
校
行
事
に
対
す
る
積
極
的
な
参

加
と
保
護
者
と
の
交
流

　

学
園
祭
や
バ
ザ
ー
、
三
者
協
力
会
、

支
部
会
な
ど
学
校
で
行
わ
れ
る
行
事

へ
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
生

徒
た
ち
や
先
生
方
と
の
交
流
が
生
ま

れ
、
更
な
る
学
校
の
教
育
活
動
へ
の

一
助
と
な
る
。

・
新
入
生
増
加
に
向
け
た
取

り
組
み

　

昨
今
の
少
子
化
の
問
題
に
お
け
る

生
徒
減
少
問
題
を
学
校
側
だ
け
に
任

せ
る
の
で
は
な
く
、
我
々
Ｐ
Ｔ
Ａ
も

自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
能

動
的
に
行
動
し
て
い
き
ま
す
。

結
び
に

　

学
校
と
は
、
様
々
な
年
代
の
時
間

軸
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
場
所

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ふ
と
し
た
瞬
間
に
思
い
出
す
青
春

の
日
々
・
・
・
、
現
在
を
生
き
る
は

つ
ら
つ
と
し
た
生
徒
達
、
そ
の
よ
う

な
過
去
、
現
在
、
そ
し
て
未
来
を
結

ぶ
場
所
そ
れ
が
「
母
校
」
と
い
わ
れ

る
場
所
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

卒
業
生
に
は
「
若
き
日
の
誇
り
」

を
、
在
校
生
に
は
「
か
が
や
く
希
望
」

を
、
そ
し
て
未
来
生
に
は
「
あ
こ
が

れ
の
夢
」
を
愛
し
育
ん
で
い
た
だ
け

る
学
校
に
す
る
と
心
に
誓
い
私
の
所

信
と
い
た
し
ま
す
。

高知中学高等学校PTA会長

細川洋伸

報
恩
感
謝
「
〜
未
来
に
む
け
て
〜
」

報
恩
感
謝
「
〜
未
来
に
む
け
て
〜
」
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進
路
・
特
進
部

進
路
・
特
進
部

今
春
卒
業
生
の
進
路
状
況

　

今
春
の
本
校
卒
業
生
の
進
路
状
況

は
、
四
年
制
大
学
進
学
六
三
．
七
％

（
全
国
二
〇
一
八
年
度
約
五
三
％
）

と
全
国
の
約
一
．
二
倍
、
短
大
進
学

は
九
．
五
％
（
同
約
四
．
六
％
）
、

と
全
国
の
約
二
倍
で
、
昨
年
の
六
．

四
％
の
約
一
．
五
倍
で
し
た
。
こ
れ

は
学
短
進
学
者
が
一
三
名
か
ら
一
六

名
に
増
え
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
ま

す
。
専
門
学
校
進
学
一
四
．
四
％

（
同
約
一
六
％
）
、
就
職
六
．
五
％

（
同
約
一
七
．
五
％
）
、
そ
の
他

（
各
種
学
校
・
浪
人
・
未
定
）
六
％

（
同
約
六
％
）
で
し
た
。
こ
れ
は
今

年
度
よ
り
高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
院
が
専
門
職
大
学
と
な
り
、
進

学
し
た
二
〇
名
が
大
学
進
学
者
に
算

入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
く
影
響

し
て
い
ま
す
。

　

国
公
立
大
学
へ
は
、
十
一
名
が
合

格
し
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
二
名
多
く
、

平
成
二
四
年
（
十
一
名
）
以
来
六
年

ぶ
り
に
二
桁
に
の
り
ま
し
た
。
高
知

大
学
へ
は
五
名
が
推
薦
入
試
で
、
高

知
工
科
大
学
へ
は
Ａ
Ｏ
入
試
で
四
名
、

推
薦
入
試
で
一
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

県
外
大
学
で
は
昨
年
度
は
香
川
大
、

愛
媛
大
、
山
口
大
な
ど
四
名
が
合
格

し
ま
し
た
が
、
今
年
は
下
関
市
立
大

に
中
期
日
程
で
一
名
が
合
格
し
ま
し

た
。

　

お
も
な
私
立
大
学
は
、
明
治
大
一

名
、
中
央
大
一
名
、
法
政
大
一
名
、

関
西
学
院
大
一
名
、
関
西
大
一
名
、

東
洋
大
三
名
、
駒
澤
大
一
名
、
京
都

産
業
大
三
名
が
合
格
し
ま
し
た
。
詳

し
く
は
、
平
成
三
一
年
度
入
試　

大

学
合
格
者
の
べ
数
（
既
卒
含
む
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

現
高
三
生
の
進
路
希
望
動
向
は
、

五
月
時
点
で
四
年
制
大
学
希
望
が
約

六
五
％
、
短
大
希
望
が
約
八
％
、
専

門
学
校
希
望
が
約
一
四
％
、
就
職
希

望
約
七
％
、
未
定
約
六
％
と
ほ
ぼ
昨

年
と
か
わ
ら
な
い
希
望
と
な
っ
て
い

ま
す
。

高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
職
大
学
入
試

　

高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

と
の
連
携
教
育
で
あ
る
フ
ェ
ロ
ー

シ
ッ
プ
参
加
者
を
対
象
と
し
た
高
知

高
校
特
別
入
試
（
通
称
「
フ
ェ
ロ
ー

シ
ッ
プ
入
試
」
）
が
導
入
さ
れ
て
今

年
で
八
年
目
で
す
。
過
去
七
年
間
の

進
学
者
数
に
対
し
て
こ
の
入
試
で
の

進
学
者
数
を
見
る
と
、
一
年
目
一
九

人
中
八
人
、
二
年
目
は
三
一
人
中
一

八
人
、
三
年
目
は
一
八
人
中
一
二
人
、

四
年
目
は
二
〇
人
中
一
〇
人
、
五
年

目
は
一
二
人
中
五
人
、
六
年
目
は
一

五
人
中
七
人
、
七
年
目
は
二
十
名
中

一
〇
名
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
毎
年

半
数
以
上
の
進
学
者
が
こ
の
制
度
を

利
用
し
て
い
ま
す
。
受
験
者
全
員
が

合
格
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
高

確
率
で
合
格
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
三
一
年
四
月
に
、
高
知
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
が
「
高
知
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
大
学
」

に
か
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
高

知
高
校
特
別
入
試
は
Ａ
Ｏ
方
式
入
試

（
Ｃ
）
と
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
参
加

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
は
、
大

学
、
短
大
、
専
門
学
校
が
施
設
を
開

放
し
て
、
学
校
を
詳
し
く
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
一
年

中
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
多
く
が

夏
休
み
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
施
設
を

見
学
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
模
擬
授

業
や
在
校
生
と
の
交
流
な
ど
、
実
際

の
学
校
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い

企
画
が
あ
っ
た
り
、
学
校
に
よ
っ
て

は
過
去
問
な
ど
の
入
試
情
報
が
配
布

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
学

校
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
て
開
催
期
間
・
開
催
時
間
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ほ
と
ん
ど
の
学

校
で
高
三
生
だ
け
で
な
く
高
一
・
二

生
か
ら
で
も
参
加
可
能
で
す
。
早
い

う
ち
か
ら
学
校
の
雰
囲
気
を
感
じ
、

実
際
の
授
業
な
ど
を
体
験
す
る
こ
と

で
、
今
後
の
進
路
選
び
の
参
考
に
な

る
の
で
お
勧
め
で
す
。
ま
た
、
日
程

等
が
合
わ
な
い
場
合
は
、
平
日
に

行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
普
段
の
学
校

の
雰
囲
気
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門

職
大
学

　

七
月
二
一
日
、
八
月
一
七
日
、
八

月
二
五
日

※

そ
の
他
日
程
も
あ
り

○
高
知
学
園
短
期
大
学

　

七
月
二
一
日
、
八
月
一
八
日

※

そ
の
他
日
程
も
あ
り

○
高
知
工
科
大
学

　

七
月
二
七
日
、
二
八
日

○
高
知
県
立
大
学

　

七
月
二
八
日

○
高
知
大
学

　

八
月
三
日
・
四
日

夏
休
み
中
の
進
路
に
関
す
る
行
事

　

夏
休
み
に
は
進
路
に
関
す
る
行
事

も
た
く
さ
ん
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
が
高
三
生
に
と
っ
て
重
要
な

の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
高
一
・
二

生
に
と
っ
て
も
重
要
で
す
。
こ
の
夏

休
み
に
は
、
積
極
的
に
補
習
や
学
校

見
学
、
勉
強
合
宿
等
に
参
加
し
、
自

分
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

○
補
習
前
期
Ａ

　

七
月
二
二
日
〜
二
六
日

○
補
習
前
期
Ｂ

　

七
月
二
九
日
〜
八
月
二
日

○
県
外
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

見
学

　

八
月
三
日
・
四
日
（
一
泊
二
日
）

○
補
習
中
期

　

八
月
五
日
〜
九
日

○
補
習
後
期

　

八
月
一
六
日
〜
二
〇
日

○
高
三
全
統
マ
ー
ク
模
試

　

八
月
一
〇
日
・
一
一
日

○
夏
期
勉
強
合
宿
（
か
ん
ぽ
の
宿
伊

野
）

　

八
月
二
一
日
〜
二
三
日
（
二
泊
三

日
）

卒業年度
国公立
私立大（高知リハ）
短大（学短）
専門学校
各種学校
就職
その他
卒業生

進学先の推移

高知大学
下関市立大学
高知工科大学
酪農学園大学
上武大学
埼玉工業大学
城西国際大学
千葉工業大学
中央学院大学
亜細亜大学
駒澤大学
国士舘大学
中央大学
帝京平成大学
東京経済大学
東京女子体育大学
東洋大学
法政大学
明治大学
神奈川工科大学
神奈川大学
東海大学
岐阜経済大学

5
1
5
1
1
2
2
1
1
3
1
1
1
1
1
1
3
1
1
2
2
2
1

名古屋外国語大学
中京学院大学
京都橘大学
京都産業大学
京都先端科学大学
明治国際医療大学
関西大学
阪南大学
森ノ宮医療大学
大阪芸術大学
大阪産業大学
大阪商業大学
大阪学院大学
大阪青山大学
大阪大谷大学
大阪電気通信大学
追手門学院大学
桃山学院大学
関西学院大学
関西外国語大学
神戸医療福祉大学
神戸学院大学
神戸国際大学

3
1
1
3
1
1
1
1
1
1
6
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
3
4

姫路獨協大学
兵庫大学
岡山学院大学
岡山理科大学
くらしき作陽大学
環太平洋大学
吉備国際大学
就実大学
倉敷芸術科学大学
美作大学
広島国際大学
広島修道大学
福山大学
四国大学
徳島文理大学
高松大学
四国学院大学
松山大学
高知リハビリテーション専門職大学
久留米工業大学
西日本工業大学
帝京大学

1
1
1
10
1
4
4
1
3
1
2
1
1
1
11
1
2
7
21
1
3
1

平成31年度入試　大学合格者のべ数（既卒含む）

H22　
5
93

20（14）
72（26）

6
17
27
240

H23　
9

104
18（15）
61（18）

4
7
22
225

H24　
11
111

28（22）
55（19）

4
19
19
247

H25　
6
91

20（15）
74（31）

14
8
18
231

H26　
9
99

21（16）
68（18）

4
9
15
225

H27　
6
99
7（7）
67（20）

3
3
18
203

H28　
6
66

20（19）
37（12）

6
8
13
156

H29　
9
107

13（13）
49（14）

9
8
7
202

H30　
11

117（20）
19（16）

29
5
13
7
201
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「
目
指
せ
甲
子
園
！
」

「
目
指
せ
甲
子
園
！
」

　

吹
奏
楽
部
が
お
昼
に
行
っ
て
い
る

Ｌ
Ｔ
Ｍ
（
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
）
。

　

今
回
は
ダ
ン
ス
部
と
一
緒
に
、
野

球
部
の
応
援
編
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

窓
か
ら
沢
山
の
人
も
見
て
く
れ
て
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
勢
い
で
、
ぜ
ひ
甲
子
園
に
出

場
し
て
く
だ
さ
い
！

幼
稚
園･

小
学
校・中
学
校・高
校
合
同
避
難
訓
練

幼
稚
園･

小
学
校・中
学
校・高
校
合
同
避
難
訓
練

　

六
月
十
日
（
月
）
三
時
間
目
を
使

い
幼
稚
園
〜
高
校
ま
で
の
合
同
避
難

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

千
三
百
名
余
り
が
災
害
発
生
の
放

送
の
後
一
斉
に
中
高
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

集
合
し
ま
し
た
。
常
時
に
何
が
起
こ

る
か
想
定
で
き
ず
、
合
同
で
の
訓
練

は
高
知
学
園
だ
か
ら
こ
そ
や
っ
て
お

く
べ
き
こ
と
だ
と
改
め
て
認
識
で
き

ま
し
た
。
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大
前（
一
番
）福
永　

光
起　

　

弓
道
競
技
は
、28
メ
ー
ト
ル
の
距

離
に
あ
る
36
セ
ン
チ
の
的
に
向
か
っ

て
矢
を
飛
ば
し
、的
に
当
て
る
競
技

で
あ
る
が
、試
合
で
は
、わ
ず
か
一
人

４
本
し
か
引
け
ず（
練
習
で
は
毎
日

100
本
程
度
）、い
か
に
普
段
練
習
し
て

き
た
こ
と
を
冷
静
に
試
合
に
出
す
か

が
大
事
で
す
。入
部
当
初
は
、基
礎
練

習
ば
か
り
で
、弱
音
を
吐
く
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、練
習
を
怠
る
こ
と

な
く
継
続
し
て
き
た
結
果
が
今
回
の

準
優
勝
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

中
立（
二
番
）岡
本　

大
洋　

　

１
年
生
の
時
に
選
抜
大
会
に
出
場

し
、自
分
の
失
敗
で
予
選
落
ち
し
た

こ
と
が
悔
し
く
て
、大
会
以
後
、次
も

こ
の
大
会
に
出
て
結
果
を
残
す
こ
と

を
目
標
に
し
、毎
日
の
練
習
を
続
け

て
き
ま
し
た
。顧
問
の
比
山
先
生
や

中
邑
コ
ー
チ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
と

に
、リ
ベ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

落
ち（
三
番
）横
田　

和
真　

　

大
会
が
近
づ
く
と
、大
会
を
想
定

し
て
、試
合
形
式
で
行
い
、目
標
的
中

に
達
し
な
け
れ
ば
、坂
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
繰
り
返
し
、大
会
直
前
ま
で
走
っ

て
い
た
。的
も
、規
定
の
も
の
よ
り
も

小
さ
く
て
、な
か
な
か
当
た
ら
ず
い

ら
い
ら
す
る
毎
日
が
続
い
た
が
、大

会
で
は
、の
び
の
び
と
試
合
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
。勝
負
の
１
本
を
決

め
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

全
国
弓
道
選
抜
大
会
を
振
り
返
って

全
国
弓
道
選
抜
大
会
を
振
り
返
って

　

こ
ん
に
ち
は
。
中
学
校
教
諭
の
日

高
安
弘
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

担
当
教
科
の
「
技
術
」
で
は
、

「
も
の
づ
く
り
」
を
通
し
て
「
つ
く

る
喜
び
」
を
伝
え
な
が
ら
生
徒
に
接

し
、
生
徒
と
と
も
に
奮
闘
し
て
い
ま

す
。

　

部
活
動
で
は
、
「
中
高
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
」
の
顧
問
と
し
て
生

徒
た
ち
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、

高
知
県
総
合
体
育
大
会
で
１
・
２
年

生
の
チ
ー
ム
で
あ
り
な
が
ら
「
初
優

勝
」
と
い
う
栄
誉
を
手
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
も
勉
強

と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、

日
々
の
練
習
に
真
摯
な
姿
勢
で
取
り

組
み
、
県
外
遠
征
で
は
力
を
つ
け
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
優
勝
」
と

い
う
戦
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
陰
に
は
、
保
護
者
の
皆
様

の
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

７
月
24
日
か
ら
全
国
高
校
総
合
体

育
大
会
が
宮
崎
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

１
つ
で
も
多
く
試
合
を
す
る
こ
と
が

で
き
、
良
い
結
果
を
残
せ
る
よ
う
に

力
を
尽
く
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
「
伝
統
の
あ
る
部
活
」
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
応
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

「
中
高
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
」

「
中
高
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
」
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令和元年度四国高校総体結果

【団体】

　優　勝　　男子バレーボール部(3年連続3度目)
　　　　　　男子サッカー部(17年ぶり2度目)
　準優勝　　男子柔道部

　３　位　　女子体操部
女子バレーボール部
女子サッカー部
男子陸上部　フィールドの部

【個人】

　優　勝　　陸上部
　　　　　　やり投　　榮枝
　３　位　　陸上部

男子やり投　　岡村
女子やり投　　西野
男子砲丸投　　榮枝

柔道部
男子６６ｋｇ級　　浅川
男子７３ｋｇ級　　山本
男子８１ｋｇ級　　鎌田

令和元年度高知高校県体成績

【団体】

　　　　　　７団体優勝
　優　勝

男子サッカー　　　７年ぶり15度目
女子サッカー　　　初優勝
男子バレーボール　３年連続18度目
女子バレーボール　初優勝
男子体操　　　　　２年ぶり30度目
女子体操　　　　　６年連続17度目
男子剣道　　　　　３年連続33度目

　準優勝
男子弓道
女子剣道
男子柔道
男子テニス



男子1500ｍ　　　　　　　　　２位　　　　　　吉川
男子ハンマー投　　　　　　　２位　　　　　　奥宮
男子砲丸投　　　　　　　　　優勝　　　　　　栄枝
男子砲丸投　　　　　　　　　３位　　　　　　奥宮
男子やり投　　　　　　　　　優勝（県高新）　栄枝
男子やり投　　　　　　　　　３位　　　　　　岡村
女子ハンマー投　　　　　　　優勝　　　　　　西野
女子やり投　　　　　　　　　２位　　　　　　西野
女子走り幅跳　　　　　　　　３位　　　　　　日浦
女子三段跳　　　　　　　　　２位　　　　　　日浦
女子砲丸投　　　　　　　　　優勝　　　　　　西野
女子400ｍリレー　　　　　　３位
学校対抗　女子フィールド　　優勝
学校対抗　男子フィールド　　３位

男子団体優勝　　優勝（２年ぶり30度目）

女子団体優勝　　優勝（６年連続17度目）
女子個人総合　　優勝　　　　ウヤル
　　　　　　　　同２位　　　原田
　　　　　　　　同３位　　　横山
男子個人総合　　２位　　　　山本
　　　　　　　　同３位　　　岡村
新体操
女子個人総合　　２位　　　　西田

男子１回戦　　　対城山　　　○１２７－１４
男子２回戦　　　対高知工　　●４３ー８０

女子２回戦　　　対学芸　　　○６３－５２
女子３回戦　　　対市商　　　●４９－９６

男子
　準々決勝　　　対高知工　　○２－０
　準決勝　　　　対学芸　　　○２－０
　決勝　　　　　対高知商　　○３－１　優勝（３年連続18度目）
女子
　２回戦　　　　対岡豊　　　○２－０
　準々決勝　　　対中央　　　○２－０
　準決勝　　　　対南　　　　○２－１
　決勝　　　　　対土佐女子　○３－２　優勝（初）

男子団体２回戦　対西　　　　○４－０
　同準々決勝　　対高知工　　○１－０
　同準決勝　　　対土佐塾　　○１－１（代表戦）
　同決勝　　　　対明徳義塾　○１－１（ポイント５－４）優勝
（３年連続33度目）
女子団体準々決勝対中央　　　○４－０
　同準決勝　　　対土佐塾　　○３－０
　同決勝　　　　対明徳義塾　●０－０（代表戦）準優勝
男子個人　　　　優勝　　　　中島
男子個人　　　　２位　　　　東野
女子個人　　　　優勝　　　　木下
女子個人　　　　２位　　　　塩見

男子団体決勝トーナメント
　同１回戦　　　対土佐　　　○５－０

　同決勝　　　　対岡豊　　　●２－３　準優勝
女子団体決勝トーナメント
　同１回戦　　　対岡豊　　　●０－３
　男子６６kg級　優勝　　　　浅川
　男子７３kg級　２位　　　　鎌倉
　男子８１kg級　優勝　　　　鎌田
　男子９０kg級　２位　　　　山中
　男子100kg級　２位　　　　細川
　女子４８kg級　２位　　　　大黒
　女子５２kg級　２位　　　　片田

男子
　準々決勝　　　対小津　　　○２－０
　準決勝　　　　対岡豊　　　○４－１
　決勝　　　　　対中央　　　○１－０　優勝（７年ぶり15度目）

女子
　決勝　　　　　対市商　　　○５－１　優勝（初）

男子団体決勝リーグ２位　　　４勝１敗　準優勝
男子個人　　　　優勝　　　　森本
男子個人　　　　２位　　　　福永
男子個人　　　　３位　　　　横田

男子団体２回戦　対岡豊　　　○３－０
　準々決勝　　　対高専　　　○２－０
　準決勝　　　　対学芸　　　○２－０
　決勝　　　　　対土佐　　　●１－２　準優勝
女子団体準々決勝対須崎総合　○３－０
　準決勝　　　　対土佐女　　●０－３

男子シングルス　優勝　　　　西原
同　準優勝乙部
男子ダブルス　　優勝　　　　西原・秋山
同　３位市川・乙部

女子個人組手２位大崎　　　　●２－３

男子10ｍＡＲ立射60発個人　　優勝　　浦田

１回戦　　　　　対高知南　　○３－１
準々決勝　　　　対土佐　　　○１１－１
準決勝　　　　　対市商　　　●３－６

１００ｍ自由形　　　　　　　準優勝　　濱田
１００ｍ自由形　　　　　　　３位　　　岡本
１００ｍ平泳ぎ　　　　　　　優勝　　　安原　大会新
２００ｍ平泳ぎ　　　　　　　優勝　　　安原
２００ｍ個人メドレー　　　　準優　　　勝賴田
４００ｍフリーリレー　　　　準優　　　勝濱田･賴田･島内･安原
４００ｍメドレーリレー　　　準優　　　勝安原･島内･賴田・濱田
８００ｍフリーリレー　　　　準優　　　勝安原･賴田･島内・濱田
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陸　上　部

サッカー部

体　操　部

バスケット部

バレーボール部

剣　道　部

柔　道　部

弓　部

空手道部

テニス部

ライフル射撃部

野　球　部

水　泳　部

第72回高知県高等学校体育大会（高知高校関係の主な成績）
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